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１．策定趣旨 

  商工会議所の目的である、「その地区内における商工業の総合的な改善発達を図り、兼

ねて社会一般の福祉の増進に資すること（商工会議所法第六条）」を遂行するために、経

済活動を行うフィールドを保全する活動は必要不可欠である。 

世界的に脱炭素へ向けた動きが加速化し、本国においても 2050年カーボンニュートラ

ルの実現を目指す方針が宣言された。企業においては、環境と経済を両立させた「持続可

能な社会」の実現に向け、長期的・継続的に環境に配慮した経営に取り組んでいくことが

求められている。このような社会情勢を受け、岐阜商工会議所(以下、「当所」)は地域の

総合経済団体として、会員企業の環境経営への取組を支援するとともに、当所としても環

境対策につながる取組を進めていくために、環境アクションプランを策定する。 

 

２．基本方針 

会員を中心とした事業者が環境経営に自主的・継続的に取り組むための情報提供をす

るとともに、当所としても継続的に環境対策に取り組んでいく。 

 

３．実施体制・達成目標の検証 

毎年度、執行状況を確認し、必要があればプランの見直しを実施する。当アクションプ

ランは当所ホームページ上に公開する。 

 

●実施体制●～全職員一丸となって推進～ 

 

 

 



４．実施事業 

（１）会員事業所の取組みへの支援 

  ①「ぎふ脱炭素社会推進コンソーシアム」の活動を推進し、GX（グリーントランスフォ

ーメーション）に関する取り組みについてワンストップで対応 

●会員事業所の CO2排出量の実態把握を支援するため、日商の「CO2チェックシー

ト」を周知し、活用促進を図る。 

●相談窓口を設置し丁寧にヒアリングを行い、コンソーシアムを通じての脱炭素

活動につなげる。 

 

②カーボンニュートラルアドバイザー制度（一般社団法人日本カーボンニュートラル

協会）の普及・推進  

   中小企業で脱炭素の活動を進める知識や能力を持つ人材は少なく、具体的な取り

組みに踏み出せない企業が多くある。本制度の普及により、脱炭素の活動を企業で

実施するための実践的な知識習得につなげる。 

 

  ③環境保全対策に関連する情報発信  

環境保全対策に関連した補助金、助成金、融資制度等の情報を、会報誌およびホ

ームページにて発信する。 

 

 

（２）行政等と連携した取組み 

  ・岐阜市が推進する『岐阜市「ゼロカーボンシティ」宣言』に賛同するとともに、市

から環境保全に関する事業への協力依頼があった場合は、後援等にて協力する。  

・容器包装リサイクル委託業務を担い、廃棄物の減量化に協力する。 

 

 

（３）事務局内の環境対策活動の推進 

  ①職員への教育訓練 

 ・所内勉強会を適宜開催し、職員の意識向上・知識増を図る 

  ・カーボンニュートラルアドバイザー制度のベーシックを全職員取得 

 

  ②電力・ガス使用量の削減 （別表 1・2） 

  【これまでに完了した取り組み】 

 ・2016年 照明 LED化、空調システム変更 → 電気使用量 2013年比 19.5％減 

  ・2022年 テナントレストラン セントラルキッチン化 

                     → 電気使用量 2013年比 27.7%減 



                     → ガス使用量 2013年比 67.8%減 

  ・2023年 電気等の使用量に対して排出する二酸化炭素量算出 

                     → CO2排出量 2013年比 30％減 

  【今後も継続する取り組み】 

  ・グリーン電力購入 

・クールビズ、ウォームビズの実施 

  ・事務室や会議室の室温が、夏 28℃・冬 20℃となるよう空調温度を設定  

  ・待機電力の削減や会館内での不要時消灯の徹底 

  ・エレベーターの利用を控えて階段利用を推進 

  ・公共交通機関を積極的に活用、特に近距離は徒歩や自転車で移動 

  ・定時退所を励行 

 

③紙使用量の削減（別表 3） 

・コピー用紙の使用量削減（両面・集約印刷機能の活用、残部を考慮した印刷部数の決

定等） 

 ・書類等の共有化を図り、印刷部数を削減 

 ・閲覧だけで済ませられる電子メールやインターネット情報は印刷しない 

    →サブディスプレイ導入を検討し、書類確認しながら作業するための印刷を防ぐ 

 ・印刷プレビューの表示による事前確認を徹底することで、プリントミスを削減 

・打ち合わせ資料のペーパレス化（紙資料として渡さず、メール等で資料データを共有） 

 ・会議用資料や事務手続き書類の簡素化、資料作成時は「紙１枚」にまとめる 

 ・紙媒体で保管している文書・資料の電子化推進 

 ・書面による郵送に代えて、電子メールを活用 

 

  ④廃棄物排出量の削減 

  ・ごみの減量化と分別による再資源化の徹底 

  ・職員のマイボトル持参を推奨し、使い捨て商品の利用量を削減 

  ・懇親会等における発注量の見直し等による食品ロスの削減 

 

⑤整理、整頓活動の推進 

  毎月末に、所内で一斉に整理整頓する時間を設け、物を探す等の無駄を省き生産性や

業務効率を向上し、残業時間を削減する意識の醸成につなげる。 

  

以上 

 



岐阜商工会議所 環境アクションプラン＜令和 6～8年度＞【別表】 

 

【別表１】電気・ガス 

 2013 年度実績 2022 年度実績 2023 年度実績 2024 年度目標 2025 年度目標 2026 年度目標 

電力消費量（kwh） 380,893 303,133 256,828 256,000 255,500 255,000 

ガス使用量（㎥） 5,637 4,520 1,635 1,600 1,580 1,560 

 

 

【別表２】二酸化炭素排出量（CO２チェックシートを活用し、算出） 

 2013 年度実績 2022 年度実績 2023 年度実績 2024 年度目標 2025 年度目標 2026 年度目標 

電力（kg-CO2） 178,638 128,528 96,824 48,256 48,161 48,067 

ガス（kg-CO2） 12,570 10,079 3,646 3,568 3,523 3,478 

2024 年度よりグリーン電力（CO２排出量ゼロ）購入開始、電力使用量の 50％をグリーン電力に置き換え 

 

【別表３】紙 

 2023 年度実績 2024 年度目標 2025 年度目標 2026 年度目標 

A4紙使用量（枚） 393,700 362,200 333,200 306,500 

    毎年度の目標は前年度比 ８％減で設定 

 


